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 戦後、総人口は増加し続けおり、2019 年６月１日現在、919.9 万人とな

っています。 

（総務省「国勢調査」・総務省「人口推計」・神奈川県「神奈川県人口統計調査結果」より作成） 

図表１  総人口の推移

 
 図表１ 総人口の推移 

図表２ 総人口と年齢３区分別人口の推移 

（総務省「国勢調査」・総務省「人口推計」より作成） 

 生産年齢人口と年少人口は、既に減少に転じ、老年人口は、増え続けてい

ます。 
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図表３ 自然増減と社会増減の推移 

（厚生労働省「人口動態調査」、総務省「住民基本台帳人口移動報告」より作成） 

 「自然増」は近年減少傾向にあり、2014 年以降は死亡数が出生数を上回

る「自然減」の傾向が続いています。 

 「社会増」は、1970 年頃、年間 10 万人を超えていましたが、近年は、

年間１〜２万人程度で推移しています。 

図表４ 出生数と死亡数の推移 

 出生数は減少傾向にある一方で、死亡数は増加の一途をたどっています。 

（厚生労働省「人口動態調査」より作成） 
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図表５ 転入者数と転出者数の推移 

（総務省「住民基本台帳人口移動報告」より作成） 

 高度成長期には 40 万人近かった転入者数は、近年 20 万人程度まで減少し、

転出者数との差が小さくなっています。 

 

老年人口は、増え続けています。 
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図表 6 地域政策圏別人口の推移 

（総務省「国勢調査」より作成） 

図表７ 人口減少地域と「消滅可能性都市」 

 都市部はまだ人口増加が見込まれていますが、三浦半島地域や県西地域は、

1990 年代からの人口減少が始まっています。 

 

老年人口は、増え続けています。 
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図表８ 外国人数の推移 

 外国人数は、2009 年度の 175,014 人をピークに 2013 年まで減少傾向

にありましたが、2014 年に増加に転じ、2018 年には初めて 20 万人を超

えました。 
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図表９ 出生数・合計特殊出生率の推移 

 1970 年に全国を上回る 2.23 であった合計特殊出生率は、1980 年には

逆転し、以降、全国を 0.1 ポイント程度下回る傾向が続いています。 

 

老年人口は、増え続けています。 

（厚生労働省「人口動態調査」より作成） 

図表 10 平均初婚年齢の推移 

 平均初婚年齢は上昇傾向にあり、「晩婚化」が進んでいます。 

（厚生労働省「人口動態調査」より作成） 
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図表 1１ 男女別・年代別未婚率の推移 

 40 代の未婚率は上昇しています。 

（総務省「国勢調査」より作成） 

図表 12 一都三県の人口移動 

 一都三県は、全国から大きく転入超過となっていますが、東京都に対しては、

神奈川県も転出超過となっています。 

（総務省「住民基本台帳人口移動報告（2018年）」より作成） 


